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京都府立大学学術報告（人間環境学・農学）第49号pl3～2１（1997年12月）

主婦の個室に対する意識

家族コミュニケーションヘの影響について

家族の自立を可能にするための住居計画的研究(2)

田坂恭子軸・町田玲子寧，

Housewives，ThoughtsonTheirPrivateSpace：
－EffectsofConnunicationintheFamily-

AHouse-P1anningSmdyfOrEstablishingthelndividualinthcFamily(2)

KYoKoTAsAKAandREIKoMAcHIDA

抄文：子供（末子）が高校生以上である世帯，あるいは高齢の親と同居する世帯の場合，主婦の

個室所有が家族のコミュニケーションにどのように影響を与えるか，また主婦個室の理想像にお

いて，どの程度家族のコミュニケーションが意識されているか，について明らかにするためにア

ンケート調査を行ない考察した。その結果は以下の通りである。１）主婦が個室を所有する場合，

子供が学生である世帯よりも社会人である世帯において，家族コミュニケーションは良好な状態

にある。２）親が同居する世帯については，主婦が個室を所有する場合は所有しない場合に比べ

て，家族コミュニケーションに対する満足度は低いが，主婦個室の存在が主婦の精神的安定をも

たらしている割合は高い。３）自由記入欄の記述にみられる主婦個室の理想像において，家族コ

ミュニケーションを意識した図や文章例は，個室を希望する主婦全体の３割程度である。

（1997年９月12日受理）

高校生以上の子供あるいは親が同居する家族形態に対

象を限定したのは次のような理由である。①既存研究*２

において，子供が小中学生段階では主婦の団らん空間に

いる時間が長い方が家族のコミュニケーションの質は良

くなるという報告はあるが，高校生以上の子供のいる家

族形態の住空間と家族コミュニケーションとの関係につ

いての報告例はみられない，②既存研究*3において，子

供がいる世帯ではライフステージが進むにつれて主婦の

個人的空間所有率が高まる傾向がみられるので，個室所

有率も高まることが予測される，③既存研究*3において，

主婦の個人的空間所有率は親同居世帯が親非同居世帯よ

り高いので，個室所有率についても高いことが予測され

る，の３点である。

本研究は，家族の生活的自立の育成につながる住居計

緒言

「個室を持ちたい」と感じたり，「個室を持っていて

良かった」と実感している主婦は多いが，一部には「自

分が個室を持つことで家族のコミュニケーションが減る

のではないか」と危`倶する主婦も少なくない*'*3。とく

に高校生以上の子供，あるいは高齢者（以下，親とす

る）が同居する家族形態では，それぞれの間の価値観の

差を意識しやすいライフステージにあり，個人的生活の

場と家族生活の場との関わり方は重要である。

そこで本報告では，この家族形態に関して，主婦の個

室と家族コミュニケーションの関連性を明らかにし，家

族コミュニケーションの視点から主婦の望む個室像につ

いて考察することを目的とする。

*’東日本ハウス株式会社

ＨＩＧＡＳＨＩＮＩＨＯＮＨＯＵＳＥＣＯ.,ＬＴＤ．

*２京都府立大学人間環境学部

FacultyofHumanEnvironmentKyotoPrefectualUniversity
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２ 田坂恭子・町田玲子

画のありかたをさぐろうとするものであるが，本報告は

その一資料とするものである。

なおアンケート調査内容の充実と確認のため－部につ

いて補足調査（自宅に訪問，あるいは電話によるヒア

リング調査）を実施。

③1994年に実施したアンケート調査（①）において，高
校生以上の子供あるいは親が同居する家族形態が自由

記入欄に示した内容（文および図）に関して分析。対

象総数は無記名者も含め計194例。分析時期1996年７

月。

研究方法

高校生以上の子供（但し末子とする。以下同様）ある

いは親が，同居する家族形態については下記の手順で抽
出した。

まず本学の卒業生を調査対象として主婦の個人的空間

に関するアンケート調査を行い（第一次調査)，その結

果から該当するライフステージ層あるいは家族形態を取

り出し，詳細なアンケート調査（第二次調査）を実施し

た。具体的には次の通りである。

①（第一次調査）本学の昭和27年度～平成４年度の生活

科学関連の学科・学部出身の卒業生全員（1526人）に

郵送によるアンケート調査(無記名回答)を実施(1994

年10月)。内容は，主婦の個人的空間に関する意識と

所有の実態，希望の個人的空間についての意識など。

回収数809,有効回収数807,有効回収率53％。②（第

二次調査）上記アンケート調査の回答者層のうち，高

校生以上の子供あるいは親が同居する家族形態を調査

対象とした。第一次調査において被調査者の意思で記

名のあった全世帯（計145例）に郵送によるアンケー

ト調査を実施（1995年11月)。回収数70,有効回収数

６２（うち６は高校生以上の子供と親が共に同居する世

帯であるため分析対象数は延べ68)，有効回収率43％。

結果および考察

１．第一次調査における当該対象世帯の概要

１）家族構成・住宅形式

表－１に示すように，中高生以上の子供のいる世帯

（親同居含む）は336（全体の42％)，親同居世帯128

（同16％）である。これらの世帯の住宅形式の各割合は，
－戸建81.2％，集合住宅14.6％である。当調査対象世帯

全体に占める－戸建の割合67％，集合住宅の割合28％に
比べ，一戸建の比率がかなり高い。

２）個室の所有実態

第一次調査対象世帯の全体の概要と当該家族形態にお

ける個室の所有実態は以下の通りである。

①全体の概要……既存研究*3に示したように，「他室
から独立した個室」を持っている主婦は29％（238／
807）を占めている。

②親同居・非同居別の個室の所有状態……個室平均所

表－１個人的空間および個室所有状況（親の同居状態別）～第一次調査から

１
２
３

＊
＊
＊

％：807を100％とする割合
(％）：各ステージ別の母数を100％とする割合

個人的空間とは，「他から独立した個室｣，「つながりがあり区切ることができる個室｣，「家族と共同の個室｣，
「一角に設けられた専用空間｣，「収納空間が専用」などをいう。
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主婦の個室に対する意識一家族ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの影響について－家族の自立を可能にするための住居計画的研究(2)３

ライフス表－３主婦個室の有無別（延べ）世帯数．，ライフス

テージ別

調査対象
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｡

（188）（159）（,7）（９３）（243）

図一１子どもの状態別主婦個室所有状況~第一次調査から

（数字は実数,％は各計に対する割合）
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図－５主婦個室に対する満足度→iﾐ族の立場から－

表－４ 「同居の家族との団らん」
平均会話時間量(1日当り）
－主婦個室の有無別一

「同居の家族との団らん」
平均行為数(1日当り）
－主婦個室の有無別一

表－５ 表－６ 団らんに対する主婦の満足
度

一主婦個室の有無別一

｢大変満足｣4点,｢満足｣3点,｢やや物足りない」
2点,｢不満｣1点として合計し,平均を出したもの

平均あらかじめアンケート項目に示した団らん
行為の○の数を合計し回答者で割ったもの
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個室
有り

室
し
個
無

合計

学生の子供のいる世帯 1０ ７ 1７

社会人の子供のいる世帯 1９ ８ 2７

親と同居している世帯 1７ ７ 2４

ライフ
ステージ

例
数

夫婦嵩校生 ６

夫婦十
大学生

６

夫婦舂会人 2６

親十夫婦 1８

親＋夫婦十
高校生

３
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２

親十夫婦十
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１

合計 6２

個室
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(分）

個室
なし
(分）

学生の子供がいる場合 49.4 4５

社会人の子供がいる場合 49.1 3５

同居の親がいる場合 59.7 6５

個室
あり
(個）

個室
なし
(個）

学生の子供がいる場合 2.4 2.1

鬮社会人の子供がいる場合 2.1 1.3

同居の親がいる場合 1.6 2.3

鵬
刎
㈲

囎
乢
㈲

学生の子供がいる場合 2.4 2.8

社会人の子供がいる場合 2.5 2.3

同居の親がいる場合 2.8 3.0



４ 田坂恭子・町田玲子

有率は，親同居世帯では34％（43/128)，親非同居世主婦の年齢は，５０歳代が最も多く４割を占めている。
帯では28％（185/652）であり，親同居の方がより高就業する主婦は６割を占め，その約１／３は常勤雇用者
いことがわかる（表－１）。である。

③中高生以上の子供のいる世帯……図－１に示すよう２）個室の有無と家族のコミュニケーション
に，子供の成長につれて個室所有率が高まる傾向にあ主婦の個室については「あり」が延べ46例，「なし」
り，個室を持ち始めるきっかけが，子供の成長に深〈が延べ22例である。同居家族別にみた個室「あり」の割
関わっていることがわかる。とくに中高生以上の子供合は，学生の子供のいる世帯では６割，社会人の子供の
のいる家族のうち個室を持つ世帯は119（中高生同居いる世帯，および親同居の世帯ではいずれも７割である
１８＋６，大学生・社会人同居87＋８）例でその桐7８（表－３)。

＋15,同212＋31）３５％を占めており，第一次調査対以下，学生あるいは社会人の子供がいる世帯，および
象世帯の全体の平均所有率（29％）より高い。 親同居の世帯における，主婦・子供・親それぞれの意識

緒言において，この家族形態に対象を限定した理由のについて，主婦の個室所有の有無別に述べる。
②，および③は予測通りであったことがわかる。①学生の子供がいる世帯

個室がある場合……子供で，主婦の個室所有に対して

２．主婦の個室所有と家族コミュニケーション反対する例は皆無である（図－５)。主婦自身は，ほと
１）第二次調査の対象世帯の概要んどが「精神的に安定する」と思い，半数が「(こども

①住宅形式……住宅形式は－戸建が８割強を占め，集が）日常生活面で自立しやすい」と答えている（図－２
合住宅は１割強である。これらの割合は，第一次調査－１）。主婦と子供との団らんの時間量・行為数につい
対象層における同様の家族形態にみられる割合（前述ては，個室「なし」の世帯に比べると時間量・行為数と
１－１)）とほぼ同じである。’()に多い（表－４，５）にも拘らず，団らんに対する主

②家族の状態……子供を学生（高校生・大学生）と社婦の満足度は他の世帯（社会人の子供がいる世帯，およ
会人に分けた場合，対象世帯数は「学生の子供がいるぴ親同居の世帯）の主婦に比べてやや低い（表－６）
世帯」計17例，「社会人の子供がいる世帯」計27例，（図－６)。

「親が同居している世帯」が計24例である。（表一個室がない場合……主婦個室があれば「(子供自身
２）の）日常生活面で自立しやすい」と思う子供は皆無であ

(1)
学生本人の意鳳一主掲の個室の有撫ｶﾞﾘｰ

主崎にはなるべく団らん空INIにいてばし

日徽生括団で自立しやす

主蝿個室の中の榔子は家麟にわかる方力【よ

主蝿個室が団らん空間近くにある方が家族は集塵

0 5０ １００妬

(2)
学生の子を持つ主蝿の愈臓一主姻の個室の有1膳別一

主姐個室が団らん空間近くにある方力鬮(族は集蜜

主砲は精神的に安定す

日傭生活団で自立しやす

0 ５０
10096

(3)
字生の子を持つ主飽の蝉トヨ故8の阻室｢有」ｕ扇だ力q所持OG圃有｣別～

主婦個室の中の抑干は家銭にわかる方がよし

主懸個室は団らん空間近くがよし

共用ではなく一人部屋がよし

主婦は子磁れしやすし

■個室有

図個室無０１０２０３０４０５０６０７０８０１０１００丹

図－２子供（学生）のいる世帯の意識
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主婦の個室に対する意識一家族ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの影響について－家族の自立を可能にするための住居計画的研究(2) ５

(1)
社会人本人の愈蝋一主蝿の個室の有無別一

主田にはなるべく団らん空間にいてほし

日糖生耀両で自立しやす

主h§個室の中の微子は家族にわかる万力【よ

主側I個室が団らん空間近くにある方が家族は集ま

０ ｓｏ 100冊

(2)
社会人の子を持つ主婦の通園一主姻の個室の有無別一

主婦個室が団らん空間近くにある方が家族は集塵

主９６は糟神的に安定す

日糟生活面で自立しやす

０ 5０ 100％

(3)
社会人の子をﾄﾞｹｺ主h洩り璽円卜主２８の団竃｢有」「鼠だが河i持希國有｣８１へ凸

主圏個室の中の御子は家族にわかる方がよし

主&B個室は団らん空悶近くがよし

共用ではなく一人甑圏がよし

主蝿は子■れしやすし

■個室有

1,個室無020４０６０８０１００秀

図－３子供（社会人）のいる世帯の意識

(1)
親本人の画風

主鬮にはなる

主砠個室の中の

個室が団らん空間

(2)
RiF禧爾5;;Ei575雨１

主姻個室が団らん空間近くにある方が家族は集ま

主掴は閥神的に安定す

日糟生活団で自立しやす

ＯＳ０１００％

(3)
I､同圃低騒の主hOの鰹Nb~主山8のI趣【『有」「黒だ力嚇持希HH有｣ＨＯ～

圭哩個室の中の御子は額麟にわかる方がよし

主、個室は団らん空閃近くがよし

共用では唾く－人郁厘がよし

■個室有

囮個室無
0 5０ 100％

図－４親同居の世帯の意識
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６ 田坂恭子・町田玲子

る（図－２－１）。主婦自身には，「一人部屋」で「団ら

ん空間の近く（の場所)」にあるのがよい，という希望

がみられる（図－２－３）が，「精神的に安定する」と

個室の意義を認める割合は，個室「あり」の主婦と比較

するとかなり低い（図－２－３)。

以上の結果から，個室「あり」の場合「なし」に比べ

て，親子の団らんは質量共にゆたかであるが，団らんに

対する満足度はやや低い。つまり「なし」の方がコミュ

ニケーション状態は良好と言える。個室「なし」の主婦

の多くは個室の主婦自身に及ぼす効果よりも家族の団ら

んに与える影響の方に関心を持っている様子がうかがえ
る。

②社会人の子供のいる世帯

個室がある場合……子供では，主婦が個室を持ったら

「(社会人である自分達は）日常生活面で自立しやす

い」と思う割合が，学生の子供や同居の親の意識に比べ

て高い（図－３－１)。主婦の個室所有に関しても，積

極的「賛成」の割合が３／４を占め，とくに高い（図一

５)。また家族の集まりやすさのために個室を団らん空

間近くに設けることを肯定するものが，子供も主婦自身

も半数はいる（図－３－１，３－２)。主婦と子供との

団らんの時間・行為数は，共に個室「なし」の世帯に比

べて多く（表－４，５)，団らんに対する主婦の満足度

は個室「なし」の世帯よりやや高い（表－６)。また団

らんに対する子供（社会人）の満足度は量的な面（時

間）でとくに高率となっている（図－６)。

個室がない場合……子供（社会人）の意識としては，

家族の集まりやすさからみて主婦の個室は団らん空間近

くにある方がよいと思っている割合がとくに高い（図一

３－３)。主婦の個室所有については，一部「まあ反

対」もあり，個室「あり」の世帯に比べると意識に偏り

がみられない（図－５)。主婦の希望意識では，「一人部

屋」への志向が高い一方で，２／３が家族に個室内の様

子をみられることを希望し，かつ家族の集まりやすさを

意識している。また主婦の個室所有について主婦は

「(主婦自身が）子離れする」という期待を５割以上が

持っている（図－３－３)。

以上の結果から，個室「あり」は「なし」に比べて団

らんが質量とも多く，かつ満足度も高く，個室を所有し

ていても家族のコミュニケーションにとくに支障はない

と思われる。個室「なし」の方は「個室は団らん空間近

く」の意識が主婦にも子供にも強く，家族とのコミュニ

ケーションをつよく意識している様子がうかがわれる。

また個室所有によって得られる効果に対する期待は，学

生の子供が同居する世帯（前項①）の主婦よりも強い。

③親が同居している世帯

個室がある場合……親の，主婦の個室所有に賛成する

（｢まあ賛成」を含む）割合は高く，主婦のプライバ

シーを尊重する傾向はみられる（図－５)。しかし親も

主婦自身も団らんに関する満足度は個室「なし」に比べ

て低い（図－６）（表－６)。しかし「主婦にはなるべく

団らん空間にいてほしい」の割合も高くはない（図４－

１）ことから，満足度の低さは，個室があることと団ら

ん空間に主婦がいないこととは関係ないと思われる。

「(自分が）精神的に安定する」「(親が）日常生活面で

自立しやすい」という主婦の個室に対する評価は，子供

が学生，あるいは子供が社会人の世帯の主婦より高く，

主婦にとっての個室の効果の大きさが推測できる。

個室がない場合……個室「あり」の世帯に比べて，団

らん時間・団らん行為数ともに多く（表－４，５)，主

婦も親も現在の団らん状況に対する満足度は比較的高い

（図－６）（表－６)。また，個室「あり」の親に比べ

「なし」の親は，「主婦にはなるべく団らん空間にいて

ほしい」「主婦の個室の中の様子は家族にわかる方がよ

い」と思う割合が高くなっている。主婦自身も「個室の

中の様子が家族にわかる方がよい」の意識が高く，「一

人部屋がよい」という意識も，子供が学生，あるいは社

会人の世帯の主婦より低い（図－４)。

以上から，個室「あり」の場合，親とのコミュニケー

ションが個室「なし」に比べて乏しいことがわかった。

親とのコミュニケーションについては，その親が主婦に

とって義理の親か実の親かが関わってくると考えられる

が，たまたま調査対象世帯の親は全て舅や姑という義理

の関係であった。個室「あり」の主婦は「精神的な安

定」や「(親の）日常生活面での自立」の割合が高かっ

たが，仮に親とのコミュニケーションが良好でない場合

函 [雇うU5Fi苔１ 『司肩5両i55颪吝１ 峠
６

４
（
◎

４
。
ｌ

・
Ｉ

個室な

個室あ

個室な

個室あ

劇上

Ｃ２０４０６０８０100％Ｃ２０４０６０８０100％Ｃ２０

■・満足している麹どちらとも言えない

図－６「主婦との団らん」に対する家族の満足度

（時間及び内容について）

４０６０

圏不iiiである
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主婦の個室に対する意識一家族ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの影響について＿家族の自立を可能にするための住居計画的研究(2)７

なお個室の出入り口の建具の種類を表示している主婦

は約６割近くいる（表－９）が，そのうち２／３弱はド

アである。ドアを理想とする割合は親同居世帯の主婦の

半数を占め，プライバシー意識の強さがうかがえる。

②団らん空間との関わり

個室の描写の際，団らん空間も含めて図で示したり，

団らん空間を意識した記述をした例は，個室を理想とす

る主婦の32％（52/163）であった。つまり大半が団らん

空間との関連をとくに意識していないことがわかる。団

らん空間に関心を持つ層が描く理想の個室の特徴をみる

と，「団らん空間と可動間仕切りで隣接した個室」をあ

げる主婦が最も多い（17％，２８/163)。次いで「団らん

空間の近くにある個室」（９％，１４/163)，「団らん空間

と遠いが同じ階」（４％，６/163）「団らん空間と異なる

階」（２％，４/163）と続く。つまり個室と団らん空間

との関連を意識していた主婦においては，団らん空間と

距離的に近い位置にある個室を理想とする主婦がより多

く，距離が遠のくにつれて占める割合が低下する傾向が
みられる。

家族形態別にみると，親と同居する主婦は，高校生以

上の子供を持つ主婦に比べて団らん空間と関連させた記

述例の割合が低い。とくに「団らん空間と可動間仕切り

で隣接した個室」を理想とする割合は，高校生以上の子

供を持つ主婦の１／２にすぎない（表-10)。主婦が個室

像を求められ，家族とのコミュニケーションを意識する

場合，その家族とは親よりも子供（高校生以上）との関

係においてより強く意識する傾向がうかがえる。

には，いっそう個室は効果的であると思われる。一方，

個室「なし」の主婦は，個室の中の様子が家族にわかる

ようなオープンな個室を望む傾向がみられた。

３．主婦自身が描く理想の個室*イ

１）個室を理想とする割合

表７に示すように，個人的空間の中でも個室を８割以

上が理想としている。その内訳は，親と同居する主婦の

89％（66/74)，同居していない主婦の81％（97/120）で

あり，親と同居する主婦においてやや高い。子供がいる

世帯では，学生（高校・大学生など）の子供を持つ主婦

（77％）よりも，社会人の子供を持つ主婦（84％）の方

が個室を理想とする割合が高い。

２）理想とする個室像

個人的空間の中でも個室を理想とする主婦に対象をし

ぼって，その個室像の傾向を探ってみたい。

①プライバシーに対して

表－８に示すように，対象とする主婦の７割近くが独

立した自分一人の個室を理想としている。家族の部屋と

可動間仕切りで隣接した個室や，家族と共用する個室を

理想とする者はそれぞれ1割弱である。家族形態別にみ

ると，親と同居する主婦の方が，家族の部屋と隣接した

個室や家族と共用の個室の占める割合が高い。隣接ある

いは共用の場合のその家族とは，ほとんどが「夫」であ

る。親が同居している世帯の主婦は理想の個室に夫と時

間を共有する場としての機能を見込んでいる様子がうか

がえる。

表－９個室出入り口の建具
（イメージ図より）

表－７主婦が理想とする個人的空間
（イメージ図より）
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同居家族形態
独立して
いる個室
計(％）

ドア
引き戸描写
ふすまなし

(％）（％）（％）

親

親と学生

親と社会人

親と学生と社会人

３２
８
５
２

1３３７

３２３

１１３

２

親同居計
3８

(１００）
1９６１３

(50）（16）（34）

学生

社会人

学生と社会人

3４

３８

１

９５２０

1２１０１６

１

子供同居計
7３

(100）
2１１６３６

(29）（22）（49）

合計
111

(100）
4０２２４９

(36） (20） (44）

同居家族形態
計

(％）

個室
個室判別
以外不能

(％）（％）（％）

親

親と学生

親と社会人

親と学生と社会人

４７

(100）

１７

(100）

７

(100）

３

(100）

4１３３

(87）（６）（６）
１５１１

(88）（６）（６）
７

(100）

３

(100）

親同居計
7４

(100）
6６４４

(89）（６）（６）

学生

社会人

学生と社会人

６１

(100）

５６

(100）

３

(100）

４７１１３

(77）（18）（５）

４７４５

(84）（７）（９）

３

(100）

子供同居計
120

(100）
9７１５８

(81）（15）（８）

合計
194

(100）
163１９１２

(84）（10）（６）



８ 田坂恭子・町田玲子

表－８主婦の理想の個室と家族の部屋との関係（イメージ図より）

６６１００

９７１００

１６３（100

*１，１１人のうち「誰か」＝夫が８人
*２１３人のうち「誰か」＝夫が13人

表－１０主婦の理想の個室と団らん空間との関係（イメージ図より）

６６１００

９７（100

１６３１００

合も比較的高い（２割弱)。学生の子供のいる世帯は，
今回の調査対象のうちではもっとも家族とのコミュニ

ケーションについて気にしている家族形態といえる。

2）社会人の子供がおり，かつ主婦個室「あり」の世帯

では団らん時間，行為数がともに多く，団らんに対し

て主婦・子供（社会人）両方の満足度が高い。主婦個

室の存在がむしろ家族コミュニケーションを活発にし

ているとも考えられる。

個室の理想形態については，「団らん空間と隣接」

が他の家族形態に比べても高い（32％)。実態調査に

おいても「団らん空間近く」が高率であった。

3）同居する親がいる世帯では，主婦個室がある場合に

団らん時間・行為数共に少なく，親が感じる満足度も

目立って低い。しかし個室「あり」の主婦は，「精神

的に安定する」や「(親が）日常生活面で自立しやす

い」と思っている。同居する親がいる世帯の主婦の個

室所有は親とのコミュニケーションを穏やかに保つた

めにも主婦個室が必要とされていると考えられる。そ

まとめ

主婦が個室を持つと，家族とのコミュニケーションが

疎かになるという懸念が若干みられる点に注目し，本報
告では主婦個室所有率の比較的高い家族形態，すなわち

高校生以上の子供（学生，社会人）がいる世帯，および
親が同居する世帯について，主婦の個室所有と家族のコ

ミュニケーションとの関わりについて検討した。その

結果，以下のようにまとめることができる。

１）学生の子供がいる世帯の場合，個室「あり」世帯は

団らん時間・行為数共に個室「なし」世帯に比べて豊

富であるにもかかわらず，子供と主婦の両方の団らん

についての満足度は低い。しかし個室「あり」の主婦

の「精神的に安定する」効果を認める割合は高い。

自由記入欄に述べられた理想形態では，個室希望が

多い反面，個室以外の個人的空間，たとえば居間の

コーナーのような，より開放的な個人的空間を望む割
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同居家族形態
個室が理想

(鼓） 独立している誰かの部屋と誰かと共用墨判別不能個室隣接する個室個
（％）（％）（％）（％）

親

親と学生

親と社会人

親と学生と社会人

4１（100）

1５（100）

７（100）

３（100）

１
１
１
１

７
３
９
３

１
１
２
３

く
く
く
く

７
２
２
１

１
１

５
３

１
１

く
く

６
２

１
１

２
０
１
２

く
く

５
３

１
Ｊ
１
１

６
３
１
７

５
５
７
６

く
く
く
Ｉ

３
８
５
２

２

親同居計 6６（100） 3８（５８）８（１２）８（１２）１２（１８）
学生

社会人

学生と社会人

4７（100）

4７（100）

３（100）

3４（７２）２（４）１（２）１０（２１）

3８（８１）１（２）４（９）４（９）
１（３３） ￣￣ ２（６７）

子供同居計 9７（100） 7３（７５）３（３）５（５）１６（１６）
合計 163（100） 111（６８）１１*'（８）１３*2（８）２８（１７）

同居家族形態
個室が理想

計
(％）

団らん空間団らん空間団らん空間団らん空間団らん空間
と隣接に近いに遠いと異なる階と関係無し
（％）（％）（％）（％）（％）

親

親と学生

親と社会人

親と学生と社会人

１
５

４
１
７
３

３４１１３２

３２

￣￣－－

１ ￣￣￣

1０

７

２

親同居計 6６（100） ７（１１）６（９）１（２）１（１）５１（７７）
学生

社会人

学生と社会人

７
７

４
４

３

９３２２３１

1２５３１２６
－－－－

３

子供同居計 9７（100） 2１（２２）８（８）５（５）３（３）６０（６２）
合計 163（100） 2８（１７）１４（９）６（４）４（２）１１１（６８）
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主婦の個室に対する意識一家族ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの影響について－家族の自立を可能にするための住居計画的研究(2)９

究および研究生当時の研究の一部です。調査の実施にあ

たり，京都府立大学の卒業生の皆様に多大のご協力をい

ただきました。心からお礼を申し上げます。

れは同居の親が主婦の個室所有に対して賛成する割合

が高い（９割以上）ことからも推察される。

親同居の世帯は，独立している個室を理想としてい

る割合が高く，これは親非同居世帯と同様である。し

かし夫の部屋と簡易間仕切りで区切られた個室，ある

いは夫と共用の個室を希望する割合は非同居世帯より

高い。つまり夫婦が二人だけになる機会を空間的に必

要とする割合が高い。家族とのコミュニケーションに

ついては，親同居の世帯では非同居世帯に比べると描

写や記述にあまり表れていない。意識調査の結果と同

様，個室所有と家族コミュニケーションとの関わりよ

りも重視したい条件，すなわち主婦の個室確保によっ

て夫とのコミュニケーションを保つことができること

を重要視する傾向がうかがえる。
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